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１．はじめに

　本来であれば東京オリンピックが開催されるはず

であった 2020 年，新型コロナウイルス感染症拡大

の影響を受け，オリンピックの延期をはじめ，国内

外の競技会が延期，もしくは中止となった．そのう

ち，8 月以降に開催された国内 5 競技会について，

本研究では，2020 年日本陸上競技連盟科学委員会

の活動として行われた男女 200m レース分析を実施

した．10 月に延期された第 104 回日本陸上競技選

手権大会において，男子では飯塚翔太選手（ミズノ）

が 20.75 秒で 2年ぶりに制した他，女子では鶴田玲

美選手（南九州ファミリーマート）が日本歴代 3位

となる 23.17 秒で制す等の活躍が目立った．本稿で

は，これらの分析結果から，走速度および走速度低

下率，ピッチ，ストライドを中心に言及する．

２．方法

２－１．対象競技会

　対象競技会は，次の 5競技会とし，レース測定お

よび分析を行った．

・セイコーゴールデングランプリ陸上 2020 東京

（2020 年 8 月 23 日）（以下，GGP）

・Athlete Night Games in FUKUI 2020（2020 年 8 月

29 日）（以下，ANG）

・富士北麓ワールドトライアル 2020（2020 年 9 月

6 日）（以下，北麓）

・第 68 回全日本実業団対抗陸上競技選手権大会

（2020 年 9 月 18 日～ 20 日 ）（以下，実業団）

・第 104 回日本陸上競技選手権大会（2020 年 10 月

1 日～ 3 日）（以下，日本選手権）

２－２．対象選手

　対象選手は競技会毎に下記のとおりである．

・GGP：上位 6選手

・ANG：上位 3選手

・北麓：【男子】上位 2選手，【女子】上位 6選手

・実業団：【男子】上位 3選手，【女子】上位 6選手

・日本選手権：【男子】上位 6 選手，【女子】上位 4

選手

２－３．測定方法

　200m レースの測定は，液晶デジタルビデオカメ

ラ Lumix（DMC-FZ300，Panasonic，JAPAN）もしく

は Lumix（DC-GH5S，Panasonic，JAPAN）を 6台用いて，

主に競技場内の観覧スタンドから映像をハイスピー

ド撮影することで実施された．カメラの撮影速度は

239.76fps とし，各撮影ポイント（表 1）において

そのレースに出場している全選手（全レーン）が入

る画角を設定した．

　測定者は 20m，55m，80m，100m，121.5m，149.42m，

181m 地点の撮影を行うために観覧スタンドへそれ

ぞれ配置された．そのうち，20m，55m，80m，100m，

149.42m 地点の測定者は各地点の真上でなく，対角

線上スタンドに配置した．フィールド内に設営され

たテント等で撮影地点が重なる場合は，撮影地点真

表 1．撮影（測定）地点
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　最高走速度および走速度低下率とフィニッシュタ

イムについて実施した相関分析はピアソンの積率相

関分析を用い，有意水準は 5% または 1% とした．

２－４－１．通過タイムおよび区間平均走速度

　通過タイムは各分析ポイントを選手の胴体部分が

通過した時点のフレーム数から求め，さらに，区間

平均走速度（以下，走速度）の算出を行った．

２－４－２．走速度低下率

　走速度低下率は，最高走速度から低下した速度の

割合を示す指標である．下に示す計算式により求め

た．

　（[181m-200m 区間走速度 ] / [ 最高走速度 ]× 100）－ 100

２－４－３．区間平均ピッチおよび区間平均ストラ

イド

　1 秒毎の区間平均ピッチ（以下，ピッチ）は，各

区間の分析ポイント通過後最初の 1歩をゼロ歩とし

て，計 6歩から 14 歩（表 2）に要した時間のフレー

ム数から算出した．

　区間平均ストライド（以下，ストライド）は，２

－４－１で求めた走速度をピッチで除すことにより

求めた．

上からの撮影を行った．また，100m 地点と 149.42m

地点は 1 名の測定者が兼任し，149.42m 地点対角線

上から両地点を撮影した．全てのレースの撮影は，

スターターのピストル閃光を撮影した後，全選手が

ゴールするまでパンニング撮影を行った．

２－４．分析方法

　 映 像 分 析 に は 映 像 再 生・ 編 集 ソ フ ト

（QuickTimePro7，Apple，USA）によるフレーム表示

機能を用い，まず，全測定ポイントから撮影した映

像において，スターターのピストル閃光をゼロフ

レームに編集した．

表 2．各区間におけるピッチの分析歩数
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図 1． 2020 年シーズン 200m レースにおける最高走速度（上段）および走速度低下率（下段）とフィニッシュ

タイムの関係（●：男子　○：女子）
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３．結果および考察

　2020 年シーズンは，コロナ禍において競技会は

さることながら日常生活さえも脅かされ，東京オリ

ンピックをはじめ，予定されていた競技会は延期，

もしくは中止となった．その影響で，今シーズンの

測定は，国内競技会・日本人選手のみであった．本

研究では，その中で，東京オリンピック会場となる

国立競技場で改修後初の競技会として実施された

GGP における男子 200m と，日本選手権新潟大会男

女 200m を中心に検証を行った．（他 3対象競技会の

分析結果詳細は参考資料を参照．）

　図 1は本研究における対象競技会全レースのフィ

ニッシュタイムと最高走速度および走速度低下率の

関係を示している．最高走速度は，男女共にフィ

ニッシュタイムと有意な負の相関関係が認められ（p 

< 0.01），従来の報告通り（髙橋ら 2016，髙橋ら

2017，髙橋ら 2018，髙橋ら 2019），男女共にパフォー

マンスと密接な関係を示した．一方，走速度低下率

は，男女とも有意な相関関係は認められなかった（男

子：p = 0.07，女子：p = 0.30）．昨シーズンは外

国人選手も含めたシニア男子選手において有意な正

の相関関係が認められたが，日本人選手のみの分析

となった今シーズンでは関係性が確認されなかった

ため，日本人選手と外国人選手を分ける等，より詳

細な分析が必要かもしれない．

　図 2 は GGP 男子 200m の決勝レース上位 5 名にお

ける走速度およびピッチ，ストライドの分析結果を

示している．最高走速度の出現区間は，5 名全員に

おいて 55-80m 区間であった．20.74 秒（+0.6m/ 秒）

の記録で優勝した飯塚選手は，最も高い最高走速

度（10.82m/ 秒）とレース中一貫したピッチの高さ

が顕著であった．飯塚選手含む全 5選手の最高ピッ

チは 20-55m 区間で出現していた．そして，最高ス

トライドは，安田選手を除く全選手が 55-80m 区間

で出現していた．この結果は，シニア日本人選手に

おいて，ピッチの最高値が 20-55m 区間で出現後，

最高走速度およびストライドの最高値が 55-80m 区

間で出現する傾向にあることを示唆している．去

年カタールのドーハで開催された世界選手権男子
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図 2． 2020 年 GGP 男子 200m 決勝上位 5名における

走速度（上段）およびピッチ（中段），スト

ライド（下段）

図 3． 2020 年日本選手権男子 200m 決勝上位 5 名に

おける走速度（上段）およびピッチ（中段），

ストライド（下段）
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200m 決勝における上位 7 名と比較すると（髙橋ら

2019），最高走速度と最高ピッチの出現区間は同様

の傾向を示したが，最高ストライドは 80-100m 区間

で出現する傾向を示していた点で異なっていた．

　図 3 は日本選手権男子 200m の決勝レース上位 5

名における走速度およびピッチ，ストライドの分析

結果を示している．20.75 秒（-0.5m/ 秒）で 2 年

ぶりにこの種目を制した飯塚選手の最高走速度は

10.92m/ 秒で，ピッチとストライドのレース中にお

ける推移はGGPのレースとほぼ同様であった．一方，

ファイナリスト中，最高走速度の最も高かった小池

選手は，10.96m/ 秒であった．小池選手は，スター

トから 149.42-181m 区間まで高いピッチを維持した

が，走速度低下率の高さがファイナリスト中最大で

あった（21.74%）．

　図 4 は日本選手権女子 200m の決勝レース上位 4

名における走速度およびピッチ，ストライドの分析

結果を示している．最高走速度および最高ピッチの

出現区間は，全ての分析対象者において，それぞれ，

55-80m，20-55m 区間で，男子と同様の傾向を示し

た．日本歴代3位となる好記録23.17秒（-0.1m/秒）

で初の選手権者となった鶴田選手の最高走速度は，

分析対象の中で最も高い 9.54m/ 秒であった．また，

最高ストライド出現区間は 80-100m 区間で，その後

の直走路のストライドの高さが顕著であった．一方，

他の全対象選手は，55-80m 区間でストライドの最

高値を示していた．昨年の日本選手権者として臨ん

だ兒玉選手は 2 位だったが，去年（23.80 秒）より

記録を伸ばした．去年の同競技会と比較して（髙橋

ら 2019），ピッチは，スタート -20m 区間において

今年やや低い傾向にあったが，レース全体を通じて

ほぼ同様の推移を示した．一方，今年のストライド

は全区間において昨年より高くなっており，最大で

5.2cm（スタート -20m 区間）高くなっていた．した

がって，鶴田選手と兒玉選手の高パフォーマンスに

はストライドの高さが関係していることが考えられ

るため，女子においてはストライドを高めることが，

記録短縮のために 1つの戦略的なポイントになるこ

とを示唆している．

４．まとめ

　2020 年シーズンにおける国内トップスプリン

ターの 200m レースを分析した結果，次のことが明

らかとなった．

・最高走速度は，従来の報告と同様に有意な相関関

係があったが，走速度低下率との関係性は認めら

れなかった．

・男女共に，最高ピッチが 20-55m 区間で出現した

後，55-80m 区間で最高ストライドおよび最高走

速度が出現する傾向にあった．

・日本選手権女子 200m を制した鶴田選手と，2 位

の兒玉選手は，ストライドの高さが顕著であった．
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図 4． 2020 年日本選手権女子 200m 決勝上位 4 名に

おける走速度（上段）およびピッチ（中段），

ストライド（下段）
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